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一　
『
藝
文
類
聚
』
へ
の
『
初
学
記
』
本
文
補
入
に
関
す
る
従
来
の
指
摘

先
に
筆
者
は
、『
藝
文
類
聚
』
に
採
録
さ
れ
る
詩
賦
作
品
（『
藝
文
類
聚
』
序
に
言
う
と
こ
ろ
の
「
文
」）
は
、
内
容
に
応
じ
て
必
ず
一

つ
の
部
立
て
に
載
録
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
複
数
の
部
立
て
に
重
出
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た（

１
）。
例
外
的
に
複
数
部
立

て
に
重
出
す
る
詩
賦
作
品
に
つ
い
て
は
、
原
因
を
い
く
つ
か
に
類
別
し
て
論
じ
た
が
、
巻
二
、
四
、
八
に
お
け
る
四
例
の
重
出
は
、
後

世
に
唐
代
類
書
『
初
学
記
』
を
利
用
し
て
改
編
を
加
え
た
結
果
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
の
見
解
の
み
を
示
し
て
お
い
た
。
本
稿
で
は
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
両
類
書
の
条
文
を
挙
げ
て
例
証
を
行
な
う
と
と
も
に
、
調
査
の
過
程
で
明
ら
か
と
な
っ
た
新
発
見
の
移
入
箇
所
に

つ
い
て
報
告
し
、
テ
キ
ス
ト
移
入
が
行
な
わ
れ
た
時
期
お
よ
び
目
的
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か
の
卑
見
を
述
べ
た
い
。

例
証
に
先
立
ち
、
ま
ず
は
『
藝
文
類
聚
』
と
『
初
学
記
』
の
成
書
時
期
及
び
使
用
テ
キ
ス
ト
を
確
認
し
た
い
。

『
藝
文
類
聚
』
は
、
唐
高
祖
の
勅
命
を
奉
じ
た
欧
陽
詢
等
に
よ
っ
て
編
纂
が
行
な
わ
れ
、
武
徳
七
年
（
六
二
四
）
に
完
成
が
上
奏
さ
れ

た
唐
代
最
初
の
勅
撰
類
書
で
あ
る（

２
）。
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
目
下
、
汪
紹
楹
校
本
（
中
華
書
局
、
一
九
六
五
年
）
が
通
行
し
て
い
る
。

該
本
は
上
海
図
書
館
所
蔵
の
孤
本
、
南
宋
紹
興
年
間
（
一
一
三
一
～
一
一
六
二
）
浙
江
厳
州
地
区
刊
本（
３
）（
上
海
図
書
館
本
と
簡
称
）
を

底
本
に
整
理
が
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
汪
紹
楹
校
本
を
底
本
と
し
つ
つ
、
適
宜
、
上
海
図
書
館
本
を
参
照
し
た
。

一
方
の
『
初
学
記
』
は
、
唐
玄
宗
の
勅
命
を
奉
じ
た
張
説
、
徐
堅
等
に
よ
っ
て
編
纂
が
行
な
わ
れ
、
開
元
十
五
年
（
七
二
七
）
な
い

し
十
六
年
（
七
二
八
）
に
完
成
が
上
奏
さ
れ
た（

４
）。
通
行
の
テ
キ
ス
ト
に
中
華
書
局
排
印
本
（
一
九
六
二
年
）
が
あ
り
、
こ
れ
は
清
の
古
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香
斎
袖
珍
本
を
底
本
と
す
る
。
こ
れ
と
は
別
に
我
が
国
の
宮
内
庁
書
陵
部
に
は
、
孤
本
た
る
南
宋
紹
興
十
七
年
（
一
一
四
七
）
東
陽
崇

川
（
福
建
建
陽
）
余
四
十
三
郎
宅
刊
刻
本
（
線
装
書
局
、
二
〇
〇
二
年
影
印
。
書
陵
部
本
と
簡
称
）
が
存
在
す
る
。
本
稿
で
は
、
中
華

書
局
排
印
本
を
底
本
と
し
、
書
陵
部
本
を
参
照
し
た
。

右
に
確
認
し
た
両
書
の
成
書
時
期
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
藝
文
類
聚
』
は
『
初
学
記
』
の
お
よ
そ
百
年
前
に
編
纂
が
な
さ
れ
た
の
で

あ
っ
て
、
後
発
の
『
初
学
記
』
本
文
が
『
藝
文
類
聚
』
に
流
入
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
到
底
起
こ
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
も
し

そ
れ
が
起
こ
り
得
る
と
す
れ
ば
、
両
書
成
立
以
降
に
何
者
か
が
『
初
学
記
』
を
用
い
て
『
藝
文
類
聚
』
に
改
編
を
加
え
た
場
合
に
限
ら

れ
る
。
こ
の
改
編
発
見
に
至
る
最
初
の
指
摘
が
、
南
宋
の
葉
大
慶
（
一
一
八
〇
？
～
一
二
三
〇
？
）『
考
古
質
疑
』
巻
一
に
見
え
る
（
傍

線
、﹇
補
記
﹈
等
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）。

『
藝
文
類
聚
』
唐
太
宗
時
、
欧
陽
詢
所
編
也
。
而
有
蘇
、
李
、
沈
、
宋
之
詩
、
是
皆
後
人
所
加
（『
藝
文
類
聚
』
唐
太
宗
時
﹇
高
祖

時
の
誤
り
﹈、
欧
陽
詢
の
編
む
所
な
り
。
而
る
に
蘇
、
李
、
沈
、
宋
の
詩
有
る
は
、
是
れ
皆
後
人
の
加
ふ
る
所
な
り
）。

更
に
、
右
の
傍
線
部
直
後
に
は
原
注
が
附
さ
れ
、

正
月
十
五
日
有
蘇
味
道
「
夜
遊
詩
」、
洛
水
門
有
李
嶠
「
拝
洛
詩
」、
寒
食
門
有
沈
佺
期
、
宋
之
問
詩
。
四
子
皆
後
人
、
欧
陽
安
得

預
編
之
也
（﹇
巻
四
歳
時
部
中
﹈
正
月
十
五
日
に
蘇
味
道
「
夜
遊
詩
」
有
り
、﹇
巻
八
水
部
上
﹈
洛
水
門
に
李
嶠
「
拝
洛
詩
」
有
り
、

﹇
巻
四
歳
時
部
中
﹈
寒
食
門
に
沈
佺
期
、
宋
之
問
の
詩
有
り
。
四
子
は
皆
後
人
な
れ
ば
、
欧
陽
安
く
ん
ぞ
預
め
之
を
編
す
る
を
得
ん

や
）。

と
述
べ
、
欧
陽
詢
よ
り
後
代
の
唐
代
詩
人
の
作
品
が
収
載
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
ず
、
す
べ
て
後
人
に
よ
る
追
加
で
あ
る
と
す
る
。

こ
の
葉
大
慶
の
指
摘
で
は
、
い
ま
だ
『
初
学
記
』
と
の
関
連
ま
で
は
突
き
止
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
の
後
、
汪
紹
楹
は
、
葉

大
慶
の
指
摘
を
踏
ま
え
た
上
で
、
巻
四
歳
時
部
中
、
正
月
十
五
日
の
部
立
て
に
収
載
さ
れ
る
崔
液
詩
、
同
巻
月
晦
お
よ
び
巻
八
水
部
上
、

洛
水
の
両
部
立
て
に
見
え
る
唐
太
宗
李
世
民
詩
、
巻
四
歳
時
部
中
、
寒
食
の
李
崇
嗣
詩
、
同
巻
七
月
十
五
日
の
楊
烱
賦
も
後
人
の
増
補

で
あ
る
と
指
摘
し
、
一
連
の
増
補
は
宋
人
が
出
版
に
際
し
、『
藝
文
類
聚
』
の
残
欠
部
分
を
覆
い
隠
す
た
め
『
初
学
記
』
を
材
料
に
行

な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
述
べ（

５
）、
初
め
て
『
初
学
記
』
と
の
関
連
性
が
明
確
に
さ
れ
た
。
以
後
、
中
林
史
朗
氏
に
よ
り
巻
八
水
部
上
、

洛
水
の
牛
鳳
及
詩
、
巻
二
天
部
下
、
虹
の
董
思
恭
詩
も
『
初
学
記
』
か
ら
の
移
入
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ（

６
）、

後
人
に
よ
る
詩
文
増
補
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の
発
見
は
、
ほ
ぼ
尽
く
さ
れ
た
感
が
あ
っ
た
が
、
郭
醒
氏
に
よ
っ
て
従
来
と
は
異
な
る
テ
キ
ス
ト
移
入
の
例
が
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
葉
大
慶
以
降
、『
初
学
記
』
か
ら
の
テ
キ
ス
ト
補
入
に
つ
い
て
は
、『
藝
文
類
聚
』
成
立
時
に
は
採
録
さ
れ
る
は
ず
の
な
い

唐
代
詩
人
の
作
品
探
し
に
の
み
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
き
た
が
、
郭
氏
は
、
そ
れ
ら
唐
代
詩
人
の
詩
文
が
含
ま
れ
る
巻
四
、
歳
時
部
の
五

つ
の
部
立
て
（
人
日
、
正
月
十
五
日
、
月
晦
、
寒
食
、
七
月
十
五
日
）
に
つ
い
て
、『
藝
文
類
聚
』
編
纂
時
に
採
録
さ
れ
て
も
何
ら
矛
盾

の
な
い
典
籍
、
詩
賦
作
品
を
も
対
象
と
し
て
『
初
学
記
』
テ
キ
ス
ト
と
突
き
比
べ
た
結
果
、
今
本
『
藝
文
類
聚
』
に
お
け
る
当
該
部
立

て
の
テ
キ
ス
ト
が
、
す
べ
て
『
初
学
記
』
に
よ
る
再
構
成
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た（

７
）。

冒
頭
に
述
べ
た
通
り
、
筆
者
は
か
つ
て
『
藝
文
類
聚
』
に
お
い
て
一
詩
文
作
品
が
必
ず
一
つ
の
部
立
て
に
の
み
載
録
さ
れ
る
こ
と
を

論
じ
た
が
、
例
外
中
の
四
例
は
、
右
に
略
述
し
た
先
行
研
究
に
お
い
て
『
初
学
記
』
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
る
巻
二
、
四
、
八
に
検
出

さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
郭
氏
の
視
点
を
参
考
に
、
当
該
巻
に
収
載
さ
れ
る
全
て
の
文
献
を
『
初
学
記
』
の
対
応
す
る
部
立
て
に
当
た
っ

て
比
較
検
討
し
た
結
果
、
重
出
詩
文
を
含
む
一
群
の
文
献
を
始
め
と
し
て
、『
初
学
記
』
よ
り
移
入
さ
れ
た
こ
と
が
明
確
な
部
分
を
発
見

す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
な
か
に
は
従
来
の
研
究
で
は
未
解
明
の
移
入
部
分
も
含
ま
れ
る
。
以
下
、
順
次
見
て
い
き
た
い
。

二　

新
た
に
見
出
さ
れ
た
『
初
学
記
』
本
文
の
移
入
箇
所

（
１
）　

巻
二
、
天
部
下
、
雪

『
藝
文
類
聚
』
巻
二
、
天
部
下
、
雪
の
部
立
て
に
は
、
列
事（
８
）と
し
て
四
一
条
の
文
献
が
載
録
さ
れ
る
。
一
方
『
初
学
記
』
に
は
、
巻

二
、
天
部
下
に
雪
の
部
が
設
け
ら
れ
、
叙
事
（
叙
事
部
分
に
附
さ
れ
た
注
を
含
む
）
に
十
五
条
、
事じ

対つ
い

の
出
典
に
二
三
条
、
合
計
三
八

条
の
文
献
が
載
録
さ
れ
る（

９
）。
両
書
と
も
に
唐
代
の
勅
撰
類
書
で
あ
り
、
先
行
類
書
を
編
纂
材
料
に
用
い
る
通
例
に
鑑
み
れ
ば
、『
初
学

記
』
編
纂
時
に
『
藝
文
類
聚
』
が
参
照
さ
れ
た
結
果
、
両
書
間
に
共
通
し
て
載
録
さ
れ
る
文
献
が
多
数
と
な
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

し
か
し
、
実
際
の
様
相
は
こ
れ
に
反
す
る
。
こ
の
こ
と
は
雪
の
部
立
て
に
お
い
て
も
言
え
る
。『
藝
文
類
聚
』
雪
の
第
一
条
『
毛
詩
』
よ

り
第
二
九
条
『
楚
辞
』
ま
で
の
間
、
引
用
書
名
並
び
に
引
用
部
分
の
一
致
と
言
わ
ず
、
同
じ
よ
う
な
内
容
を
示
す
文
献
の
収
載
と
い
う

緩
や
か
な
程
度
で
の
一
致
を
含
め
て
見
た
と
こ
ろ
で
、
十
四
条
の
一
致
（
四
割
強
の
一
致
）
に
限
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
藝
文
類
聚
』
雪
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の
第
三
十
条
『
釈
名
』
以
降
、
第
四
一
条
「
洛
神
賦
」
ま
で

の
計
十
二
条
（
図
１（

（1
（

の
網
掛
け
箇
所
）
に
目
を
転
じ
る
と
、

全
て
『
初
学
記
』
収
載
の
条
文
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
が
偶
然
の
一
致
で
は
な
く
、
ま
た
先
行
す
る
『
藝
文
類
聚
』

か
ら
後
発
の
『
初
学
記
』
へ
と
纏
ま
り
を
も
っ
て
継
承
さ
れ

た
結
果
で
も
な
い
こ
と
は
、
以
下
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
と
な

る
。ま

ず
、
問
題
の
箇
所
が
『
藝
文
類
聚
』
列
事
の
部
分
に
お

け
る
条
文
配
列
上
、
甚
だ
破
格
で
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

該
書
列
事
の
部
分
に
於
い
て
は
、
通
常
始
め
に
『
爾
雅
』
や

『
説
文
解
字
』
と
い
っ
た
字
書
よ
り
採
録
さ
れ
た
文
献
が
置

か
れ
、
続
い
て
経
書
、
史
書
、
子
書
、『
楚
辞
』
の
順
に
文
献

が
並
ぶ
。
字
書
が
無
け
れ
ば
、
経
書
よ
り
始
ま
る
。
図
１
（
上
段
、
表
丁
四
行
目
）
に
お
い
て
も
『
毛
詩
』
に
始
ま
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
。
し
か
る
に
、
網
掛
け
部
分
の
始
め
を
見
る
と
、
こ
こ
が
雪
の
部
全
体
の
第
三
十
条
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
字
書
の
『
釈
名
』

が
置
か
れ
、
以
下
『
韓
詩
外
伝
』
や
『
左
伝
』『
毛
詩
』
と
い
っ
た
経
書
が
配
列
さ
れ
る
。
ま
た
、
網
掛
け
部
に
は
「
班
婕
妤
怨
歌
行
」

（
下
段
、
裏
丁
四
行
目
）、「
洛
神
賦
」（
同
六
行
目
）
と
い
っ
た
詩
賦
作
品
も
見
え
る
が
、
こ
れ
ら
は
『
藝
文
類
聚
』
に
お
い
て
「
事
」

の
部
分
と
は
別
個
に
、「
文
」
の
部
分
に
列
挙
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。『
藝
文
類
聚
』
原
有
の
部
分
で
な
い
こ
と
は
疑
い
な
い
。

該
当
部
分
を
『
初
学
記
』
収
載
の
条
文
と
上
下
対
照
に
示
し
た
表
１
か
ら
は
、
こ
の
文
献
配
列
上
の
混
乱
が
、『
初
学
記
』
条
文
を
取

捨
選
択
し
つ
つ
取
り
込
ん
だ
結
果
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
下
段
『
初
学
記
』
条
文
に
附
さ
れ
た
番
号
は
、
該
書
雪
の
部
立
て
内
に
お

け
る
配
列
順
序
を
示
す
。
４
、
７
、
９
︙
︙
と
間
を
飛
ば
し
つ
つ
も
、
降
べ
き
の
順
に
数
字
が
並
ぶ
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
、

数
条
の
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
『
初
学
記
』
雪
の
部
よ
り
、『
藝
文
類
聚
』
に
既
存
の
文
献
を
除
き
な
が
ら
順
次
文
献
を
採

録
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
各
条
文
を
上
下
段
で
比
較
し
た
場
合
、
両
者
が
完
全
に
一
致
す
る
か
、
下
段
が
長
文
で
あ
る
点
に
も
、
上 図１
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段
の
『
藝
文
類
聚
』
へ
、
下
段
の
『
初
学
記
』
よ
り
そ
の
ま
ま
、
ま
た
は
節
略
を
加
え
つ
つ
文
献
を
採
録
し
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

表
１

『
藝
文
類
聚
』
雪　

列
事
（
図
１
網
掛
け
部
分
）

『
初
学
記
』
雪　

叙
事
お
よ
び
事
対
の
出
典
（
数
字
は
部
立
て
内
で
の
配
列
順
序
）

30
釈
名
曰
、
雪
、
綏
也
。
水
下
遇
寒
而
凝
、
綏
綏
然
下
也
。

31
韓
詩
外
伝
曰
、
凡
草
木
花
多
五
出
、
雪
花
独
六
出
。
雪
花
曰
霙
、
雪

雲
曰
同
雲
。

32
西
京
雑
記
曰
、
太
平
之
代
、
雪
不
封
条
。
凌
弭
毒
害
而
已
。

33
自
上
而
下
曰
雨
雪
。

34
左
伝
曰
、
平
地
尺
為
大
雪
。
雪
有
七
尺
雪
。

35
崔
鴻
北
涼
録
曰
、
先
酒
泉
南
有
銅
鉇
出
。
言
虜
犯
者
大
雨
雪
。
沮
渠

蒙
遜
遣
工
取
之
、
得
銅
万
斤
。

36
毛
詩
曰
、
蜉
蝣
掘
閲
、
麻
衣
如
雪
。

37
班
婕
妤
怨
歌
行
曰
、
新
裂
斉
紈
素
、
皎
潔
如
霜
雪
。

38
孫
康
家
貧
、
常
映
雪
読
書
。
清
介
、
交
遊
不
雑
。

39
宋
玉
曰
、
陽
春
白
雪
、
国
中
属
和
者
、
不
過
十
人
。

40
荘
子
曰
、
藐
姑
射
山
、
有
神
人
居
焉
。
肌
膚
若
氷
雪
。

41
洛
神
賦
曰
、
飄
颻
兮
若
流
風
之
廻
雪
。

４
釈
名
云
、
雪
、
綏
也
。
水
下
遇
寒
而
凝
、
綏
綏
然
下
也
。

７
韓
詩
外
伝
云
、
凡
草
木
花
多
五
出
、
雪
花
独
六
出
。
雪
花
曰
霙
、
雪
雲
曰
同
雲
。

９
西
京
雑
記
云
、
太
平
之
世
（
書
陵
部
本
作
代
）、
雪
不
封
条
。
凌
弭
毒
害
而
已
。

11
詩
伝
云
、
自
上
而
下
曰
雨
雪
。
雨
、
音
于
傅
反
。

12
左
伝
、
凡
平
地
盈
尺
為
大
雪
。
雪
有
七
尺
雪
。

17
崔
鴻
北
涼
録
曰
、
先
酒
泉
南
有
銅
駞
山
。
言
虜
犯
者
大
雨
雪
。
沮
渠
蒙
遜
遣
工

取
之
、
得
銅
数
万
斤
。

29
毛
詩
曰
、
蜉
蝣
掘
閲
、
麻
衣
如
雪
。
鄭
玄
注
曰
、
喩
曹
昭
公
之
君
臣
、
朝
夕
変

易
衣
服
。
麻
衣
、
深
衣
也
。

30
班
婕
妤
怨
歌
行
曰
、
新
裂
斉
紈
素
、
皎
潔
如
霜
雪
。
裁
為
合
歓
扇
、
団
団
似
明

月
。

32
宋
斉
語
曰
、
孫
康
家
貧
、
常
映
雪
読
書
。
清
淡
、
交
遊
不
雑
。

35
宋
玉
対
問
曰
、
客
有
歌
於
郢
中
。
其
為
陽
春
白
雪
、
国
中
属
而
和
者
、
不
過
数

十
人
。
是
其
曲
彌
高
而
和
彌
寡
。

37
荘
子
曰
、
藐
姑
射
之
山
、
有
神
人
焉
。
容
膚
若
氷
雪
、
綽
約
若
処
子
。

38
曹
子
建
洛
神
賦
云
、
余
朝
京
師
、
言
帰
東
藩
。
覩
一
麗
人
、
於
巌
之
畔
。
乃
援

御
者
而
告
之
曰
、
彼
何
人
斯
、
若
此
之
艶
也
。
御
者
対
曰
、
臣
聞
河
洛
之
神
、

名
曰
宓
妃
。
余
告
之
曰
、
髣
髴
兮
若
軽
雲
之
蔽
月
。
飄
颻
兮
若
流
風
之
廻
雪
。

『
初
学
記
』
の
「
叙
事
」
お
よ
び
「
事
対
」
に
お
い
て
は
、
も
と
も
と
経
、
史
、
子
、
集
の
分
類
を
意
識
し
た
条
文
配
列
は
な
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
の
た
め
、『
初
学
記
』
雪
の
部
冒
頭
よ
り
順
次
必
要
な
文
献
を
採
録
す
る
過
程
で
、『
藝
文
類
聚
』
と
し
て
は
本
来
あ
り
得

な
い
配
列
上
の
混
乱
を
来
し
た
の
で
あ
る
。
先
述
の
別
稿
に
重
複
詩
文
と
し
て
検
出
し
た
「
班
婕
妤
怨
歌
行
（
表
１
上
段
37
）」「
洛
神

賦
（
上
段
41
）」
も
、
ま
さ
し
く
こ
の
移
入
箇
所
に
含
ま
れ
、
重
出
の
原
因
、
更
に
は
「
文
」
の
部
分
で
は
な
く
「
事
」
の
部
分
に
詩
賦

作
品
が
位
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
の
所
在
が
明
ら
か
と
な
る
。
ま
た
、
表
１
上
段
『
藝
文
類
聚
』
の
傍
線
部
33
番
・
38
番
は
出
典

の
表
記
を
欠
く
が
、
下
段
の
『
初
学
記
』（
11
番
・
32
番
の
傍
線
部
）
と
対
照
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
『
詩
伝
』
あ
る
い
は
『
宋
斉
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語
』
の
記
事
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

も
う
一
点
興
味
深
い
の
は
、
上
段
『
藝
文
類
聚
』
32
番
の
『
西
京
雑
記
』
に
お
け
る
「
代
」
字
で
あ
る
。
下
段
『
初
学
記
』
９
番
に

見
え
る
よ
う
に
、
通
行
本
に
お
い
て
「
世
」
に
作
ら
れ
る
字
は
、
南
宋
刊
の
書
陵
部
本
に
お
い
て
「
代
」
に
作
ら
れ
る
。『
初
学
記
』
編

纂
時
に
「
世
」
字
は
太
宗
李
世0

民
の
た
め
に
避
諱
さ
れ
る
文
字
で
あ
り
、
書
陵
部
本
の
該
当
箇
所
は
『
初
学
記
』
の
原
貌
を
留
め
る
も

の
と
言
え
る
。『
藝
文
類
聚
』
編
纂
時
に
は
「
世
」
字
は
避
諱
の
対
象
で
は
な
く
、「
代
」
に
作
り
替
え
る
必
要
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
に

も
関
わ
ら
ず
、
今
本
が
「
代
」
字
に
作
る
の
も
、
当
該
条
文
が
『
藝
文
類
聚
』
に
原
有
の
も
の
で
な
く
、
後
世
、『
初
学
記
』
に
依
拠
し

て
移
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）　

巻
二
、
天
部
下
、
雷

巻
二
に
つ
い
て
は
、
も
う
一
箇
所
、
雷
の
部
立
て
に
『
初
学
記
』
か
ら
の
ま
と
ま
っ
た
移
入
を
確
認
で
き
る
。
こ
こ
に
は
重
複
詩
文

は
見
ら
れ
ず
、
詩
文
重
出
に
よ
っ
て
当
り
を
付
け
る
調
査
方
法
で
は
テ
キ
ス
ト
の
改
編
を
見
い
出
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
今
回

の
全
条
文
調
査
に
よ
っ
て
発
見
す
る
こ
と
を
得
た
。
今
、
そ

の
移
入
箇
所
の
大
ま
か
な
様
相
を
把
握
す
る
た
め
、
図
２
と

し
て
上
海
図
書
館
本
の
書
影
を
附
す
。
前
節
（
１
）
で
見
た

の
と
同
様
に
、
列
事
の
末
尾
の
一
群
が
『
初
学
記
』
よ
り
の

移
入
文
献
で
あ
る
。
網
掛
け
部
分
の
最
初
に
は
、
本
来
雷
の

部
立
て
の
冒
頭
（
図
２
上
段
、
表
丁
10
行
目
の
位
置
）
に
配

置
さ
れ
る
べ
き
字
書
の
『
爾
雅
』
が
見
え
、
ま
た
網
掛
け
部

分
の
最
後
の
一
条
、
す
な
わ
ち
列
事
の
最
後
尾
に
該
当
す
る

部
分
に
も
字
書
『
説
文
（
解
字
）』
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
二

例
と
も
に
『
藝
文
類
聚
』
に
お
け
る
本
来
の
字
書
の
配
置
位

置
と
し
て
は
異
例
で
あ
り
、
テ
キ
ス
ト
改
編
の
可
能
性
を
疑

う
べ
き
箇
所
と
言
え
る
。
以
下
に
該
当
箇
所
を
『
初
学
記
』

図２
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条
文
と
対
照
さ
せ
て
み
る
。

表
２

『
藝
文
類
聚
』
雷　

列
事
（
図
２
網
掛
け
部
分
）

『
初
学
記
』
雷　

叙
事
お
よ
び
事
対
の
出
典
（
数
字
は
部
立
て
内
で
の
配
列
順
序
）

27
爾
雅
曰
、
疾
雷
謂
之
霆
。

28
榖
梁
伝
曰
、
陰
陽
相
薄
、
感
而
為
雷
、
激
而
為
霆
。

29
五
経
通
義
曰
、
震
与
霆
、
皆
霹
靂
也
。

30
公
羊
注
曰
、
雷
疾
而
甚
者
為
震
。
震
与
霆
、
皆
謂
霹
靂
也
。
雷
謂
電
之

先
。

31
易
曰
、
天
地
解
而
雷
雨
作
。
雷
雨
作
而
百
穀
草
木
皆
甲
坼
。

32
山
海
経
曰
、
飛
魚
如
豚
、
赤
文
無
羽
。
食
之
辟
兵
、
不
畏
雷
也
。

33
淮
南
子
曰
、
叢
軽
折
軸
、
衆
呼
成
雷
。
庶
女
叫
天
、
而
雷
下
撃
。
景
公

臺
損
、
支
体
傷
折
、
海
水
大
出
。

34
漢
書
曰
、
桓
帝
建
和
二
年
、
六
月
乙
卯
。
雷
震
憲
陵
寝
屋
。
是
梁
太
后

聴
兄
冀
枉
誅
喬
也
。

35
蔡
順
母
平
生
畏
雷
。
自
亡
後
、
毎
有
雷
、
順
輒
還
冢
泣
曰
、
順
在
此
。

36
論
衡
曰
、
雷
霆
迅
疾
。
撃
折
樹
木
、
壊
敗
屋
室
、
時
犯
殺
人
。
俗
以
為

天
取
龍
。
其
犯
殺
人
、
謂
之
有
陰
過
。

37
雑
兵
書
曰
、
雷
電
霹
靂
、
破
軍
内
若
樹
木
屋
舎
、
急
徙
去
、
吉
也
。
雷

電
風
所
従
来
、
不
可
逆
而
伐
、
宜
慎
之
。

38
論
語
讖
曰
、
雷
震
百
里
、
声
相
附
近
。
宋
均
注
曰
、
雷
動
百
里
、
故
因

以
為
言
也
。
雷
声
謂
諸
侯
之
政
教
所
至
、
相
附
近
也
。

39
説
文
曰
、
雷
霆
餘
声
鈐
鈐
、
所
以
挺
出
万
物
也
。

２
爾
雅
云
、
疾
雷
謂
之
霆
。
郭
璞
注
、
疾
雷
謂
雷
音
急
激
者
。
謂
之
霹
靂
。

１
榖
梁
伝
云
、
陰
陽
相
薄
、
感
而
為
雷
、
激
而
為
霆
。
霆
、
電
也
。

４
案
五
経
通
義
云
、
震
与
霆
、
皆
霹
靂
也
。
電
謂
之
雷
光
也
。

３
何
休
注
公
羊
云
、
雷
疾
甚
者
為
震
。

21
易
曰
、天
地
解
而
雷
雨
作
。
雷
雨
作
而
百
果
草
木
皆
甲
坼
。
象
曰
、雷
雨
作
解
、

君
子
以
赦
過
宥
罪
。
王
弼
注
曰
、
解
者
解
也
。
屯
難
槃
結
、
於
是
乎
解
之
。

23
郭
璞
山
海
経
飛
魚
讃
曰
、
飛
魚
如
豚
、
赤
文
無
鱗
（
書
陵
部
本
作
「
羽
」）。
食

之
辟
兵
、
不
畏
雷
音
（
書
陵
部
本
作
「
鼓
」）。

25
蔡
韶
闡
（
書
陵
部
本
作
「
閎
」）
論
曰
、
衆
軽
折
軸
、
呼
成
雷
。

26
淮
南
子
曰
、
庶
女
叫
天
、
而
雷
電
下
撃
。
景
公
臺
隕
、
支
体
傷
折
、
海
水

大
出
。

27
続
漢
書
曰
、
桓
帝
建
和
二
年
、
六
月
乙
卯
。
雷
震
憲
陵
寝
屋
。
是
時
梁
太
后

聴
兄
冀
誅
李
固
、
杜
喬
。

28
周
斐
汝
南
先
賢
伝
曰
、
蔡
順
母
平
生
畏
雷
。
自
亡
後
、
毎
有
雷
震
、
順
輒
環

塚
泣
曰
、
順
在
此
。

30
王
充
論
衡
曰
、
盛
夏
之
時
、
雷
霆
迅
疾
。
撃
折
樹
木
、
壊
敗
室
屋
、
時
犯
殺

人
。
俗
以
為
天
取
龍
。
其
犯
殺
人
、
謂
之
有
陰
過
。

31
雑
兵
書
曰
、
雷
電
霹
靂
、
破
軍
中
樹
木
屋
舎
者
、
急
徙
去
、
吉
也
。
雷
電
風

所
従
来
、
不
可
逆
而
擅
伐
、
宜
慎
之
。

32
論
語
讖
曰
、
雷
震
百
里
、
声
相
附
。
宋
均
注
曰
、
雷
動
百
里
、
故
因
以
制
国

也
。
雷
声
謂
諸
侯
之
政
教
所
至
、
相
附
也
。

33
説
文
曰
、
霆
雷
餘
声
鈴
鈴
、
所
以
挺
出
万
物
。

右
に
お
い
て
も
、
前
節
同
様
、
上
段
『
藝
文
類
聚
』
の
条
文
は
、
下
段
『
初
学
記
』
条
文
を
そ
の
ま
ま
若
し
く
は
節
略
す
る
形
で
移
入

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
上
段
30
番
の
『
公
羊
注
』
傍
線
部
は
、
移
入
の
際
に
、
下
段
『
初
学
記
』
４
番
の
『
五
経
通

義
』
条
文
を
目
移
り
に
よ
っ
て
再
引
し
て
し
ま
い
、
結
果
『
藝
文
類
聚
』
に
お
い
て
は
直
前
の
29
番
条
文
と
重
複
を
来
し
た
と
見
え
る
。
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ま
た
、
上
段
『
藝
文
類
聚
』
33
番
『
淮
南
子
』
の
条
文
中
に
は
、
下
段
『
初
学
記
』
26
番
『
淮
南
子
』
の
直
前
の
条
文
25
番
「
蔡
韶
閎

論
」
を
混
入
さ
せ
て
お
り
（
上
下
段
の
傍
線
部
を
参
照
）、
こ
の
錯
誤
の
在
り
方
に
も
改
編
者
が
確
か
に
『
初
学
記
』
に
基
づ
き
つ
つ
、

『
藝
文
類
聚
』
の
当
該
文
献
群
を
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

（
３
）　

巻
四
、
歳
時
部
中
、
五
月
五
日
お
よ
び
七
月
七
日

巻
四
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
通
り
郭
醒
氏
に
専
論
が
あ
り
、
人
日
、
正
月
十
五
日
、
月
晦
、
寒
食
、
七
月
十
五
日
の
五
つ
の
部
立
て

が
、『
初
学
記
』
に
基
づ
い
た
再
構
成
で
あ
る
と
論
証
さ
れ
て
い
る
。
ま
と
ま
っ
た
文
献
移
入
に
つ
い
て
は
、
郭
氏
の
指
摘
に
尽
き
る

が
、
条
文
単
位
で
の
移
入
に
つ
い
て
、
な
お
五
月
五
日
、
七
月
七
日
、
二
つ
の
部
立
て
に
確
認
で
き
た
。

ま
ず
、
五
月
五
日
の
部
立
て
に
お
い
て
は
、
列
事
末
尾
の
二
条
が
『
初
学
記
』
よ
り
の
移
入
と
考
え
ら
れ
る
。

表
３

『
藝
文
類
聚
』
五
月
五
日　

列
事
（
第
八
条
以
降
）
及
び
︻
詩
︼（
全
一
条
）
『
初
学
記
』
五
月
五
日
叙
事
・
事
対
出
典
・
詩
（
数
字
は
部
立
て
内
で
の
配
列
順
序
）

８
又
（
抱
朴
子
）
曰
、
或
問
辟
五
兵
之
道
。
答
曰
、
以
五
月
五
日
作
赤
霊

符
着
心
前
。

９
風
俗
通
曰
、
五
月
五
日
、
以
五
綵
糸
繫
臂
者
、
辟
兵
及
鬼
、
令
人
不
病

温
。
亦
因
屈
原
。

10
又
（
風
俗
通
）
曰
、
五
月
五
日
続
命
縷
。
俗
説
以
益
人
命
。

11
夏
小
正
曰
、
此
日
蓄
採
衆
薬
。
以
蠲
除
毒
気
。

12
荊
楚
記
曰
、
荊
楚
人
以
五
月
五
日
並
蹋
百
草
。
採
艾
以
為
人
、
懸
門
戸

上
以
禳
毒
気
。

13
又
（
荊
楚
記
）
曰
、
屈
原
以
是
日
死
於
汨
羅
。
人
傷
其
死
、
所
以
並
将

舟
楫
以
拯
之
。
今
之
競
渡
是
其
遺
跡
。

14
大
戴
礼
曰
、
五
月
五
日
、
蓄
蘭
為
沐
浴
。

15
楚
辞
曰
、
浴
蘭
湯
兮
沐
芳
華
。

16︻
詩
︼
梁
王
筠
五
日
望
採
拾
詩
曰
、
長
糸
表
良
節
、
金
縷
応
嘉
辰
。
結

蘆
同
楚
客
、
採
艾
異
詩
人
。
折
花
競
鮮
彩
、
拭
露
染
芳
津
。
含
嬌
起
斜

眄
、
歛
笑
動
微
嚬
。
献
璫
依
洛
浦
、
懐
珮
似
江
浜
。

17
抱
朴
子
曰
、
或
問
辟
五
兵
之
道
。
答
以
五
月
五
日
作
赤
霊
符
着
心
前
。

４
風
俗
通
曰
、
五
月
五
日
、
以
五
綵
糸
繫
臂
者
、
辟
兵
及
鬼
、
令
人
不
病
温
。
又

曰
、
亦
因
屈
原
。

24
応
劭
風
俗
通
曰
、
五
月
五
日
続
命
縷
。
俗
説
益
人
命
。

９
夏
小
正
、
此
月
蓄
薬
。
以
蠲
除
毒
気
。

22
宗
懍
荊
楚
記
曰
、
五
月
五
日
荊
楚
人
並
蹋
百
草
。
採
艾
以
為
人
、
懸
門
戸
上

以
禳
毒
気
。
故
師
曠
占
曰
、
歳
多
病
則
艾
草
先
生
也
。

11
荊
楚
歳
時
記
曰
、
俗
謂
是
屈
原
死
汨
羅
日
。
傷
其
死
所
、
並
命
将
舟
楫
以
拯

之
。
至
今
為
俗
。
又
、
越
地
伝
云
、
起
於
越
王
句
践
。

20
大
戴
礼
曰
、
五
月
五
日
、
蓄
蘭
為
沐
浴
。

21
楚
辞
曰
、
浴
蘭
湯
兮
沐
芳
蕙
。

25︻
詩
︼
梁
王
筠
五
日
望
採
拾
詩
、
裁
縫
逗
早
夏
、
点
画
守
初
晨
。
綃
紈
既
妍
媚
、

脂
粉
亦
香
新
。
長
糸
表
良
節
、
命
縷
応
嘉
辰
。
結
蘆
同
楚
客
、
採
艾
異
詩
人
。

折
花
競
鮮
彩
、
拭
露
染
芳
津
。
含
嬌
起
斜
盻
、
斂
笑
動
微
嚬
。
献
璫
依
洛
浦
、

懐
珮
似
江
浜
。
須
待
恩
光
接
、
中
夜
奉
衣
巾
。

『
藝
文
類
聚
』
五
月
五
日
の
部
立
て
に
は
、
第
一
条
『
琴
操
』（
経
部
）
に
始
ま
る
十
五
条
の
列
事
と
、
続
く
「
文
」
の
部
分
に
詩
が
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一
条
（
梁
の
王
筠
「
五
日
望
採
拾
詩
」）
収
載
さ
れ
る
が
、
第
八
条
の
『
抱
朴
子
』
以
降
は
、
列
事
直
後
の
︻
詩
︼
に
至
る
ま
で
全
て

『
初
学
記
』
中
に
対
応
す
る
文
献
が
存
在
す
る
（
表
３
）。
し
か
し
な
が
ら
先
に
表
１
・
２
で
見
た
の
と
同
様
、
表
３
の
一
群
の
文
献
も

下
段
『
初
学
記
』
か
ら
上
段
『
藝
文
類
聚
』
に
移
入
さ
れ
た
と
即
断
す
る
に
は
疑
問
が
残
る
。『
藝
文
類
聚
』
第
11
・
13
番
の
各
条
文
と

下
段
『
初
学
記
』
の
対
応
条
文
と
を
対
照
さ
せ
た
時
、
節
略
の
結
果
と
い
う
以
上
の
字
句
異
同
を
見
せ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
二
条
の

『
初
学
記
』
に
お
け
る
対
応
条
文
（
第
９
・
11
番
）
を
、
異
同
無
し
あ
る
い
は
、
節
略
程
度
の
異
同
を
見
せ
る
他
の
一
連
の
条
文
と
は
別

時
の
移
入
と
見
れ
ば
、
検
討
箇
所
の
文
献
群
は
『
初
学
記
』
20
番
目
以
降
の
条
文
群
か
ら
取
捨
選
択
し
た
も
の
と
判
断
す
る
こ
と
も
で

き
る
が
、
確
証
を
得
な
い
。

し
か
し
、『
藝
文
類
聚
』
14
番
『
大
戴
礼
』
及
び
15
番
『
楚
辞
』
が
、『
初
学
記
』
20
・
21
番
の
条
文
と
密
接
に
関
連
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
は
、
両
類
書
収
載
の
各
二
条
が
そ
れ
ぞ
れ
の
原
典
に
対
し
て
全
く
同
じ
異
同
を
見
せ
る
こ
と
に
も
明
ら
か
で
あ
る（

（1
（

。
本
来
、『
大

戴
礼
』
該
当
箇
所
に
「
五
月
五
日
」
の
字
句
は
無
く
、
両
書
引
用
の
『
楚
辞
』
の
句
末
の
一
字
（『
藝
文
類
聚
』
の
「
華
」、『
初
学
記
』

の
「
蕙
」、
両
者
は
字
形
近
似
に
よ
る
異
同
と
見
る
）
は
、
と
も
に
原
典
に
は
無
い
衍
字
で
あ
る
。
更
に
『
藝
文
類
聚
』
に
お
い
て
経
書

の
『
大
戴
礼
』
が
列
事
の
最
後
尾
近
く
に
位
置
す
る
の
も
、『
初
学
記
』
に
お
け
る
配
列
順
序
に
影
響
を
受
け
た
も
の
と
言
え
、
こ
の

『
藝
文
類
聚
』
の
二
条
が
『
初
学
記
』
よ
り
の
移
入
で
あ
る
こ
と
は
確
実
と
見
え
る
。

次
に
七
月
七
日
の
部
立
て
に
お
い
て
は
、「
文
」
の
部
分
︻
詩
︼
に
お
け
る
杜
審
言
「
七
夕
詩
」
が
確
実
な
移
入
箇
所
と
言
え
る
。
杜

審
言
（
六
四
六
？
～
七
〇
八
）
は
、
高
宗
咸
享
元
年
の
進
士
。
武
徳
七
年
（
六
二
四
）
上
呈
の
『
藝
文
類
聚
』
に
そ
の
詩
賦
作
品
が
採

用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
ま
た
同
じ
く
︻
詩
︼
に
配
置
さ
れ
る
「
古
詩
（
迢
迢
牽
牛
星
）」
も
『
初
学
記
』
七
月
七
日
か
ら
の
移

入
条
文
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
。
該
詩
は
巻
六
五
、
産
業
上
、
織
の
部
立
て
に
も
収
載
さ
れ
る
。
七
月
七
日
の
部
立
て
に
、
牽
牛
織

女
故
事
を
詠
ん
だ
古
詩
が
採
録
さ
れ
る
こ
と
は
自
然
で
あ
り
、
産
業
部
収
載
の
方
を
後
世
の
補
入
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
郭
醒
氏

の
論
考
お
よ
び
本
稿
に
例
証
し
た
『
藝
文
類
聚
』
巻
四
に
お
け
る
『
初
学
記
』
条
文
移
入
の
実
態
に
鑑
み
れ
ば
、
や
は
り
七
月
七
日
の

部
立
て
に
収
載
の
「
古
詩
」
を
移
入
に
よ
る
重
出
と
見
る
蓋
然
性
の
方
が
高
い
よ
う
に
判
断
す
る
。

（
４
）　

巻
八
、
水
部
上
、
洛
水

巻
八
、
洛
水
の
部
立
て
に
は
、
列
事
に
七
条
、「
文
」
の
部
分
の
︻
詩
︼
に
四
条
、︻
賦
︼
に
一
条
が
収
載
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
︻
詩
︼
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に
収
載
の
四
条
が
全
て
『
初
学
記
』
巻
六
、
地
部
中
、
洛
水
か
ら
の
補
入
（︻
詩
︼
の
全
条
で
あ
れ
ば
再
構
成
と
言
う
べ
き
か
）
で
あ
る

こ
と
は
既
に
知
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
従
来
見
落
と
さ
れ
て
き
た
が
、
直
後
に
置
か
れ
る
︻
賦
︼
の
一
条
、
曹
子
建
「
洛
神
賦
」
も
ま

た
『
初
学
記
』
よ
り
の
移
入
と
見
る
べ
き
文
献
で
あ
る
。
該
賦
は
巻
七
九
、
霊
異
部
、
神
の
部
立
て
に
も
収
載
さ
れ
る
。
以
下
は
、『
初

学
記
』
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
き
、『
藝
文
類
聚
』
と
の
異
同
を
（
括
弧
内
）
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

両
書
所
引
の
「
洛
神
賦
」
は
、
と
も
に
節
略
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
だ
が
、
右
に
示
し
た
省
略
部
分
十
二
箇
所
（『
文
選
』
巻
十
九
所

収
の
同
賦
と
対
照
）
が
、
文
字
数
ま
で
全
て
一
致
し
て
い
る
。『
藝
文
類
聚
』
は
、『
初
学
記
』
所
収
の
「
洛
神
賦
」
を
途
中
ま
で
採
録

し
た
と
見
え
る
。
大
き
な
異
同
は
無
く
、
唯
一
、
右
に
挙
げ
た
一
行
目
の
「
北
過
（『
初
学
記
』）」
と
「
背
（『
藝
文
類
聚
』）」
と
の
異

同
が
目
に
付
く
が
、
こ
れ
は
「
背
」
字
を
上
下
二
文
字
に
分
け
て
作
っ
た
『
初
学
記
』
の
誤
り
（
書
陵
部
本
も
「
北
過
」
に
作
る
）
で

あ
ろ
う
。
対
句
の
観
点
か
ら
、
ま
た
『
文
選
』
に
も
収
め
ら
れ
る
曹
植
の
代
表
作
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
移
入
時
の
訂
正
が
可
能
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
「
洛
神
賦
」
も
『
初
学
記
』
か
ら
の
移
入
と
な
る
と
、
巻
八
の
末
尾
は
︻
詩
︼
の
第
一
条
、
太
宗
皇
帝
「
臨
洛
水
詩
」
以
下
、
全
て

が
移
入
箇
所
と
な
る
。
こ
れ
は
、
巻
二
及
び
巻
九
の
巻
末
部
分
（
巻
二
の
董
思
恭
「
詠
虹
詩
」
以
下
、
巻
九
の
太
宗
文
皇
帝
「
賦
得
浮
橋

詩
」
以
下
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
初
学
記
』
巻
二
、
虹
蜺
︻
詩
︼、
及
び
巻
七
、
橋
︻
詩
︼
よ
り
の
移
入
）
が
全
て
移
入
箇
所
で
あ
っ
た
点
と
符

合
し
、
巻
末
に
位
置
す
る
部
立
て
で
の
条
文
移
入
は
、
該
書
の
『
初
学
記
』
を
用
い
た
補
綴
、
条
文
増
補
の
一
典
型
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

余
従
京
師
（
域
）、
言
帰
東
藩
。
北
過
（
背
）
伊
闕
、
越
轘
轅
。
経
通
谷
、
凌
景
山
。﹇
二
十
字
省
略
﹈
容
与
乎
陽
林
、
流
眄
乎
洛
川
。﹇
十
八
字
省
略
﹈
覩
一

麗
人
、
于
巌
之
畔
。
乃
援
御
者
而
告
之
曰
、﹇
七
字
省
略
﹈
彼
何
人
斯
。
若
斯
之
艶
也
。
御
者
対
曰
、
臣
聞
河
洛
之
神
、
名
（
名
曰
）
宓
妃
。﹇
二
字
省
略
﹈

君
王
所
見
、
無
乃
是
乎
。﹇
八
字
省
略
﹈
余
告
﹇
一
字
省
略
﹈
曰
。
其
形
也
、
翩
若
驚
鴻
、
婉
若
游
龍
。﹇
八
字
省
略
﹈
髣
髴
兮
若
軽
雲
之
蔽
月
。
飄
颻
兮
若

流
風
之
廻
雪
。﹇
一
五
二
字
省
略
﹈
於
是
忽
焉
縦
体
、
以
游
以
嬉
。
左
倚
采
旄
、
右
蔭
桂
旗
。
攘
皓
腕
於
神
滸
兮
、
採
湍
瀬
之
玄
芝
。﹇
九
十
字
省
略
﹈
収
和

顔
而
静
志
兮
、
申
礼
防
以
自
持
。﹇
五
五
字
省
略
﹈
爾
乃
衆
霊
雑
遝
、
命
儔
嘯
侶
。
或
戯
清
流
、
或
翔
神
渚
。
或
採
明
珠
、
或
拾
翠
羽
。
従
南
湘
之
二
妃
、
携

漢
浜
之
游
女
。﹇
二
六
字
省
略
﹈
体
迅
飛
鳧
、
飄
忽
若
神
。
凌
波
微
歩
、
羅
襪
生
塵
。﹇
四
十
字
省
略
﹈
於
是
屏
翳
収
風
、
川
后
静
波
。
馮
夷
鳴
鼓
、
女
媧
清

歌
。
騰
文
魚
以
驚
乗
、
鳴
玉
鑾
以
偕
逝
。
六
龍
儼
其
斉
首
、
載
雲
車
之
容
裔
。　『
藝
文
類
聚
』
こ
こ
ま
で　　
鯨
鯢
涌
而
夾
轂
、
水
禽
翔
而
為
衛
。
於
是
越
北

沚
、
過
南
岡
、﹇
六
字
省
略
﹈
動
朱
唇
以
徐
言
、
陳
交
接
之
大
綱
。
恨
人
神
之
道
殊
、
怨
盛
年
之
莫
当
。﹇
二
六
字
省
略
﹈
撫
微
情
以
効
愛
、
献
江
南
之
明
璫
。

雖
潜
処
於
太
陰
、
長
寄
心
於
君
王
。﹇
九
一
字
省
略
﹈
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三　

テ
キ
ス
ト
移
入
の
時
期
と
背
景

以
上
、
先
行
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
前
稿
で
得
た
知
見
を
手
が
か
り
と
し
て
新
た
に
『
初
学
記
』
本
文
の
移
入
箇
所
と
判
断

す
べ
き
条
文
（
群
）
を
検
証
、
報
告
し
た
。
最
後
に
、
こ
の
移
入
が
行
な
わ
れ
た
時
期
及
び
目
的
に
つ
い
て
出
版
史
的
背
景
を
踏
ま
え

た
上
で
い
さ
さ
か
の
卑
見
を
述
べ
た
い
。

テ
キ
ス
ト
移
入
の
時
期
、
目
的
に
つ
い
て
、
汪
紹
楹
氏
は
宋
人
が
出
版
時
に
残
缺
を
覆
い
隠
す
た
め
に
行
な
っ
た
と
述
べ
る
。
宋
の

い
つ
頃
か
に
つ
い
て
の
明
確
な
言
及
は
な
い
も
の
の
、
前
後
の
文
脈
か
ら
、
北
宋
期
が
念
頭
に
あ
っ
た
と
思
し
い（

（1
（

。
中
林
氏
は
、「
残
缺

部
分
の
宋
初
に
お
け
る
竄
入
（
注
６
参
照
）」
と
述
べ
ら
れ
、
氏
も
参
加
さ
れ
る
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
「
藝
文
類
聚
」
研
究
班
に

よ
る
「『
藝
文
類
聚
』（
巻
四
）
本
文
の
構
成
に
つ
い
て
」（
執
筆
担
当
者
未
詳
、
注
11
参
照
）
に
は
「
北
宋
時
代
に
残
缺
が
生
じ
た
時

に
、
後
人
の
手
に
よ
っ
て
、
そ
の
缺
落
部
分
の
竄
入
が
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

時
期
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
南
宋
の
葉
大
慶
（
一
一
八
〇
？
～
一
二
三
〇
？
）
に
改
編
を
指
摘
す
る
記
録
が
有
り
、
現

存
す
る
南
宋
紹
興
刊
本
（
上
海
図
書
館
本
、
但
し
『
初
学
記
』
移
入
の
見
え
る
巻
二
、
四
、
八
、
九
の
う
ち
、
巻
二
、
四
は
明
嘉
靖
刊

本
に
よ
る
配
補
）
に
移
入
が
実
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
南
宋
紹
興
年
間
（
一
一
三
一
～
一
一
六
二
）
に
下
限
が
あ
る
こ
と
は
疑
い

な
い
。
出
版
印
刷
が
発
展
を
遂
げ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
宋
代
の
こ
と
で
あ
る
。
南
宋
刊
本
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
基
づ
く
と
こ
ろ
の
北
宋

刊
本
の
存
在
が
想
像
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
唐
代
を
代
表
す
る
勅
撰
類
書
『
藝
文
類
聚
』
で
あ
れ
ば
、
そ
の
可
能
性
へ
の
期
待
も
自
然

と
高
く
な
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
関
連
史
料
に
該
書
の
北
宋
期
出
版
の
事
実
は
確
認
で
き
な
い
。
汪
紹
楹
氏
が
明
言
を
避
け
、
郭
醒

氏
が
「
補
入
の
時
期
は
最
も
遅
く
て
宋
代
で
あ
る
（
補
入
的
時
間
最
晩
在
宋
代
）。」
と
時
間
に
幅
を
も
た
せ
て
論
じ
る
所
以
で
あ
ろ
う
。

確
た
る
史
料
を
缺
く
以
上
、
抑
制
的
に
論
じ
る
べ
き
は
道
理
で
あ
る
が
、
他
の
唐
代
類
書
の
出
版
記
録
か
ら
は
、
む
し
ろ
南
宋
紹
興
年

間
に
至
る
ま
で
『
藝
文
類
聚
』
は
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
本
稿
に
論
じ
た
テ
キ
ス
ト
移
入
も
ま
た
、
南
宋
期
に
初
め
て
出
版
さ
れ

る
に
及
び
、
発
生
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
の
印
象
を
持
た
さ
れ
る
。

他
の
唐
代
類
書
、
す
な
わ
ち
『
初
学
記
』、『
白
氏
六
帖
（
事
類
集
）』
が
五
代
十
国
期
、
後
蜀
の
毋
昭
裔
に
よ
り
『
文
選
』
と
と
も
に

刊
刻（

（1
（

さ
れ
て
以
降
、
そ
の
版
木
が
北
宋
に
伝
え
ら
れ
、
北
宋
国
子
監
に
お
い
て
も
経
書
を
始
め
と
す
る
他
の
典
籍
と
と
も
に
一
度
な
ら
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ず
印
行
さ
れ
た（

（1
（

の
に
対
し
、『
藝
文
類
聚
』
に
同
様
の
記
録
は
確
認
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
他
の
二
類
書
（
と
も
に
三
十
巻
）
に
比
べ
、

『
藝
文
類
聚
』
が
全
百
巻
と
大
部
で
あ
っ
た
点
、
他
の
二
類
書
が
対
語
の
参
照
に
適
し
た
体
裁
を
持
つ
の
に
対
し
、『
藝
文
類
聚
』
に
は

そ
れ
が
無
か
っ
た
点
で
、
た
と
え
幅
広
い
文
献
を
収
載
し
て
い
て
も
、
詩
文
（
実
用
文
を
含
む
）
作
成
時
の
参
照
書
と
し
て
は
利
便
性

に
欠
け
る
と
の
評
価
を
受
け
た
た
め
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
国
子
監
管
理
の
出
版
書
名
、
或
い
は
出
売
書
名
の
中
に
、
経
書
と
『
文

選
』
を
除
い
て
は
、
対
句
に
よ
り
語
句
、
故
事
を
学
ぶ
唐
・
高
測
撰
『
韻
対
』
十
巻（

（1
（

（『
蒙
求
』
に
類
す
る
か
）、
及
び
農
書
の
唐
末
五

代
・
韓
鄂
撰
『
四
時
纂
要
』
五
巻
、
北
魏
・
賈
思
勰
撰
『
斉
民
要
術
』
十
巻
と
い
っ
た
実
用
的
書
物
と
と
も
に
名
が
挙
が
る
点
（
注
14

参
照
）
も
筆
者
の
主
張
を
補
強
す
る
。
そ
も
そ
も
一
口
に
「
宋
代
出
版
」
と
は
言
う
も
の
の
、
北
宋
期
に
は
、
仏
教
経
典
、
儒
家
経
典
、

正
史
や
実
用
的
な
暦
書
、
医
書
、
小
学
書
の
類
が
印
刷
さ
れ
る
に
止
ま
り
、
経
史
子
集
全
て
に
わ
た
る
、
し
か
も
大
部
の
書
が
出
版
さ

れ
る
の
は
、
南
宋
に
至
っ
て
の
こ
と
で
あ
る（

（1
（

。『
藝
文
類
聚
』
の
初
出
版
は
、
や
は
り
南
渡
後
の
こ
と
と
考
え
た
い
。

『
初
学
記
』
収
載
文
献
か
ら
の
テ
キ
ス
ト
移
入
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
と
同
様
、
残
缺
部
分
を
補
綴
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と

考
え
る
。
移
入
が
、
巻
二
、
四
、
八
、
九
と
、
か
な
り
部
分
的
な
も
の
で
あ
る
点
で
、
よ
り
豊
富
な
文
献
を
収
録
し
た
類
書
と
す
る
た

め
の
増
補
と
は
考
え
が
た
い
。
残
缺
部
分
の
う
ち
、
特
に
巻
一
以
下
の
若
い
巻
次
に
お
け
る
残
缺
を
補
綴
す
る
こ
と
で
、
お
そ
ら
く
は

巻
一
よ
り
順
次
印
刷
、
頒
布
が
行
な
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
該
書
に
対
す
る
、
購
書
者
の
評
価
、
印
象
を
高
め
る
狙
い
が
あ
っ
た
も
の
と
考

え
る
。
ま
た
、
前
章
で
見
た
よ
う
に
、
テ
キ
ス
ト
の
移
入
部
分
、
す
な
わ
ち
補
綴
部
分
は
、
巻
末
に
顕
著
で
あ
っ
た
。
印
刷
以
前
の
巻

子
本
の
体
裁
で
は
、
軸
に
近
い
巻
末
ほ
ど
巻
き
取
り
に
際
し
て
料
紙
が
強
く
湾
曲
せ
ら
れ
、
破
損
し
や
す
い
。
現
在
、
巻
子
本
を
補
修

す
る
に
あ
た
り
、
巻
軸
を
直
径
の
大
き
な
も
の
に
変
更
す
る
の
も
、
料
紙
の
「
折
れ
損
傷
」
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る
。
巻
末
に
顕
著
に
見

ら
れ
た
、『
藝
文
類
聚
』
に
対
す
る
『
初
学
記
』
テ
キ
ス
ト
の
移
入
は
、
出
版
時
に
底
本
と
し
て
利
用
し
た
媒
体
が
巻
子
本
、
す
な
わ
ち

鈔
本
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
よ
う
で
も
あ
り
、
該
書
が
南
宋
紹
興
初
年
に
至
り
始
め
て
版
本
と
し
て
世
に
行
な
わ
れ
た
と
の
感
を
い
よ

い
よ
強
く
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
宋
版
以
後
の
今
本
『
藝
文
類
聚
』
に
見
え
る
『
初
学
記
』
テ
キ
ス
ト
の
移
入
に
つ
い
て
、
新
た
に
発
見
し
た
箇
所
を
報
告
し
、

従
来
の
指
摘
部
分
を
含
め
た
こ
れ
ら
の
移
入
が
、
南
宋
の
出
版
時
に
残
缺
を
補
綴
す
る
た
め
行
な
わ
れ
た
と
の
見
解
を
示
し
た
。

『
藝
文
類
聚
』
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
他
の
類
書
を
用
い
た
条
文
の
移
入
、
部
立
て
の
再
構
成
を
疑
わ
せ
る
箇
所
が
存
在
す
る（

（1
（

。
あ
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え
て
巻
ご
と
に
類
書
を
替
え
て
補
綴
す
る
積
極
的
理
由
に
乏
し
け
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
『
初
学
記
』
に
よ
る
補
綴
と
は
時
を
異
に
す
る
も

の
、
本
稿
の
推
論
に
基
づ
け
ば
、
南
宋
に
お
け
る
初
出
版
以
前
、
鈔
本
で
伝
存
し
た
時
期
に
お
け
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
各
類
書
、

と
り
わ
け
皇
帝
権
力
に
よ
っ
て
国
家
事
業
と
し
て
編
纂
さ
れ
る
勅
撰
類
書
は
、
そ
の
成
書
当
時
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
編
纂
の
意

図
・
目
的
、
効
果
・
効
用
を
明
確
に
有
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。『
藝
文
類
聚
』
に
つ
い
て
も
、
唐
の
宮
廷
外
に
対
し
て
は
国
内
統
一
後

の
文
治
の
象
徴
と
す
る
た
め
、
ま
た
朝
廷
内
に
対
し
て
は
皇
太
子
の
皇
位
継
承
を
確
固
た
る
も
の
と
す
る
た
め
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
は
、
別
稿
に
論
じ
た
通
り
で
あ
る
（
注
２
参
照
）。
し
か
し
、
一
定
の
時
代
を
経
た
後
に
は
、
本
来
付
与
さ
れ
て
い
た
様
々
な
意

味
づ
け
は
薄
れ
、
多
量
の
佚
文
を
も
含
む
文
献
集
成
と
し
て
の
物
理
的
価
値
の
み
が
残
存
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
今
日
の

我
々
が
類
書
を
工
具
書
と
し
て
の
み
捉
え
、
利
用
す
る
の
に
似
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
各
類
書
の
固
有
性
に
こ
だ
わ
る
こ
と

な
く
、
眼
前
の
類
書
に
不
足
・
不
備
が
あ
れ
ば
、
別
の
類
書
を
利
用
し
て
増
補
・
補
綴
を
加
え
る
こ
と
は
ご
く
自
然
の
行
為
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、『
初
学
記
』
に
よ
る
『
藝
文
類
聚
』
補
綴
に
つ
い
て
出
版
者
の
商
業
的
動
機
を
想
定
し
た
が
、
類
書
の
テ

キ
ス
ト
に
対
す
る
態
度
と
し
て
は
、
至
極
当
然
の
改
編
行
為
で
あ
っ
て
、
原
貌
の
改
竄
な
ど
と
い
う
意
識
は
毫
も
な
か
っ
た
と
言
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。『
白
氏
六
帖
事
類
集
』
に
は
、
こ
の
種
の
改
編
が
看
取
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

注

（
１
）  

「『
藝
文
類
聚
』
本
文
批
判
の
一
指
標
―
一
詩
文
一
部
立
て
の
原
則
に
つ
い
て
―
」（『
中
国
文
学
論
集
』
第
三
九
号
、
九
州
大
学
中

国
文
学
会
、
二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
。

（
２
）  

『
藝
文
類
聚
』
の
編
纂
者
と
編
集
時
期
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
藝
文
類
聚
』
編
纂
考
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
二
集
、
日

本
中
国
学
会
、
二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
３
）  

中
華
書
局
影
印
本
（
一
九
五
九
年
）
を
参
照
。
ま
た
、
該
本
刊
刻
の
時
期
、
地
域
に
つ
い
て
は
、
影
印
本
に
附
さ
れ
た
「
前
言
」
及
び
、

胡
道
静
『
中
国
古
代
的
類
書
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
）
第
五
章
第
一
節
の
考
証
に
拠
る
。

（
４
）  

『
初
学
記
』
編
纂
に
関
す
る
論
考
に
市
川
任
三
「
初
学
記
成
立
考
」（
立
正
大
学
漢
文
研
究
会
『
城
南
漢
学
』
第
十
号
、
一
九
六
八
年
）
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が
あ
り
、
受
詔
者
お
よ
び
そ
の
時
期
、
ま
た
成
書
上
奏
の
時
期
、
張
説
関
与
の
様
態
、
書
名
に
徐
堅
撰
と
冠
す
る
問
題
等
に
つ
い
て
考
究

す
る
。
本
稿
に
述
べ
る
成
書
時
期
に
つ
い
て
は
、
市
川
氏
の
研
究
成
果
に
基
づ
く
。

（
５
）  
汪
紹
楹
校
序
（
汪
紹
楹
校
『
藝
文
類
聚
』
巻
頭
に
所
収
）
を
参
照
。

（
６
）  
中
林
史
朗
「『
藝
文
類
聚
』
総
説
」
を
参
照
。
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
「
藝
文
類
聚
」
研
究
班
編
『
藝
文
類
聚
（
巻
一
）
訓
読
付
索

引
』（
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、
一
九
九
〇
年
）
所
収
。

（
７
）  

「『
藝
文
類
聚
』
巻
四
『
歳
時
部
』
闕
文
考
」（『
瀋
陽
師
範
大
学
学
報
』
総
第
一
二
四
期
、
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
。

（
８
）  

経
、
史
、
子
の
三
部
の
書
お
よ
び
『
楚
辞
』
よ
り
採
録
さ
れ
た
、
事
物
の
故
事
来
歴
を
記
す
文
献
群
（『
藝
文
類
聚
』
序
に
言
う
と
こ
ろ

の
「
事
」）
を
指
す
。『
藝
文
類
聚
』
各
部
立
て
の
冒
頭
に
配
置
さ
れ
る
。

（
９
）  

『
初
学
記
』
は
、
各
部
立
て
の
冒
頭
に
、
事
物
の
故
事
来
歴
を
ま
と
め
た
「
叙
事
」
を
置
き
、
次
に
事
物
に
関
す
る
重
要
語
句
を
対
句
の

形
で
列
挙
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
句
に
出
典
を
記
し
た
「
事
対
」
の
部
分
が
続
き
、
最
後
に
『
藝
文
類
聚
』
と
同
様
、
事
物
に
ま
つ
わ
る
詩

賦
作
品
を
文
体
ご
と
に
列
挙
し
た
部
分
が
置
か
れ
る
。

（
10
）  

上
海
図
書
館
本
に
よ
る
。
た
だ
し
、
巻
二
は
全
て
明
嘉
靖
胡
本
（
嘉
靖
六
年
丁
亥
﹇
一
五
二
七
﹈
天
水
胡
纘
宗
在
蘇
州
刊
小
字
本
）
に

よ
る
配
補
。
宋
版
『
藝
文
類
聚
』
に
既
に
テ
キ
ス
ト
の
改
編
が
見
え
て
い
た
こ
と
は
、
前
章
に
お
い
て
南
宋
・
葉
大
慶
の
論
及
に
見
た
通

り
で
あ
る
。
問
題
箇
所
に
は
唐
人
の
詩
文
を
含
ま
な
い
た
め
未
発
見
の
ま
ま
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
（
雷
の
部
立
て
も
同
様
）。

（
11
）  

大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
「
藝
文
類
聚
」
研
究
班
編
『
藝
文
類
聚
（
巻
四
）
訓
読
付
索
引
』（
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、
一
九
九

三
年
）「『
藝
文
類
聚
』（
巻
四
）
本
文
の
構
成
に
つ
い
て
」（
執
筆
担
当
者
未
詳
）
を
参
照
。
た
だ
し
、
上
記
参
照
文
献
で
は
、『
藝
文
類

聚
』
が
先
行
す
る
諸
類
書
よ
り
継
承
し
た
テ
キ
ス
ト
が
『
初
学
記
』
に
も
受
け
継
が
れ
た
と
い
う
流
れ
を
想
定
し
て
い
る
。
郭
醒
氏
が
論

証
さ
れ
た
巻
四
テ
キ
ス
ト
の
再
構
成
の
事
実
、
お
よ
び
『
藝
文
類
聚
』
に
お
い
て
『
大
戴
礼
』（
経
部
書
）
が
列
事
後
方
の
位
置
で
『
楚

辞
』
と
並
ぶ
点
に
着
目
す
る
と
、
や
は
り
当
該
条
文
は
『
初
学
記
』
事
対
注
よ
り
の
移
入
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
12
）  

汪
紹
楹
校
序
（
前
掲
注
５
参
照
）
に
、「
但
今
天
所
見
到
的
伝
本
、
並
不
是
完
善
無
缺
的
。
可
能
在
北
宋
時
已
有
些
缺
佚
。
︙
中
略
︙
可

能
是
在
宋
人
刻
書
時
、
這
些
篇
已
有
缺
佚
、
刻
書
人
為
了
掩
飾
残
缺
、
就
把
『
初
学
記
』「
歳
時
」
門
和
「
洛
水
」
類
所
収
的
唐
人
詩
文
補

進
去
、
以
致
造
成
了
這
個
錯
誤
。」
と
あ
る
。
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（
13
）  

『
宋
史
』
巻
四
七
九
、
西
蜀
孟
氏
世
家
に
「（
毋
）
昭
裔
性
好
蔵
書
、
在
成
都
令
門
人
勾
中
正
、
孫
逢
吉
書
『
文
選
』、『
初
学
記
』、『
白
氏

六
帖
』
鏤
板
。
守
素
齎
至
中
朝
、
行
於
世
。
大
中
祥
符
九
年
、
子
克
勤
上
其
板
、
補
三
班
奉
職
（﹇
毋
﹈
昭
裔 

性 

蔵
書
を
好
み
、
成
都
に
在

り
て
門
人
勾
中
正
、
孫
逢
吉
を
し
て
『
文
選
』、『
初
学
記
』、『
白
氏
六
帖
』
を
書
せ
し
め
鏤
板
す
。
守
素
﹇
毋
昭
裔
の
子
﹈
齎
し
て
中
朝
に

至
り
、
世
に
行
な
は
る
。
大
中
祥
符
九
年
﹇
一
〇
一
六
﹈、﹇
守
素
の
﹈
子
の
克
勤 

其
の
板
を
上

た
て
ま
つり

、
三
班
に
補
せ
ら
れ
奉
職
す
）。」
と
あ
る
。

（
14
）  

清
・
徐
松
『
宋
会
要
輯
稿
』
職
官
二
八
之
二
に
「（
天
禧
五
年
﹇
一
〇
二
一
﹈）
七
月
内
殿
承
制
兼
管
勾
国
子
監
劉
崇
超
言
、
本
監
管
経

書
六
十
六
件
印
板
内
、『
孝
経
』、『
論
語
』、『
爾
雅
』、『
礼
記
』、『
春
秋
』、『
文
選
』、『
初
学
記
』、『
六
帖
』、『
韻
対
』、『
爾
雅
釈
文
』
等

十
件
、
年
深
訛
闕
、
字
体
不
全
、
有
妨
印
造
。
︙
（
中
略
）
︙
其
『
初
学
記
』、『
六
帖
』、『
韻
対
』、『
爾
雅
釈
文
』
等
四
件
、
須
重
写
雕

印
。
並
従
之
（
七
月 
内
殿
承
制
兼
管
勾
国
子
監
劉
崇
超
の
言も

う

す
、
本
監
管
経
の
書
の
六
十
六
件
の
印
板
の
内
、『
孝
経
』、『
論
語
』、『
爾

雅
』、『
礼
記
』、『
春
秋
』、『
文
選
』、『
初
学
記
』、『
六
帖
』、『
韻
対
』、『
爾
雅
釈
文
』
等
の
十
件
、
年
深
く
訛
闕
し
、
字
体 

不
全
な
れ
ば
、

印
造
に
妨
げ
有
り
。
︙
﹇
中
略
﹈
︙
其
れ
『
初
学
記
』、『
六
帖
』、『
韻
対
』、『
爾
雅
釈
文
』
等
の
四
件
、
須
ら
く
重か

さ

ね
て
写
し
て
雕
印
す

べ
し
。
並
び
に
之
に
従
ふ
）。」
と
あ
り
、
常
思
春
氏
は
右
の
内
の
『
文
選
』『
初
学
記
』『
六
帖
』
の
印
板
（
版
木
）
は
、
紛
れ
も
な
く
毋

昭
裔
の
孫
、
毋
克
勤
が
大
中
祥
符
九
年
（
一
〇
一
六
）
に
宋
朝
へ
献
上
し
た
も
の
（
前
掲
注
13
参
照
）
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
（「
談
南
宋

紹
興
辛
巳
建
陽
陳
八
郎
刻
本
五
臣
注
『
文
選
』」、『
西
華
大
学
学
報
』
哲
学
社
会
科
学
版
、
第
二
九
巻
第
三
期
、
二
〇
一
〇
年
）。

 
 

更
に
、『
宋
会
要
輯
稿
』
職
官
二
八
之
三
に
も
「
天
聖
三
年
二
月
、
国
子
監
言
、
準
中
書
箚
子
、『
文
選
』、『
六
帖
』、『
初
学
記
』、『
韻
対
』、

『
四
時
纂
要
』、『
斉
民
要
術
』
等
印
板
、
今
本
監
出
売
（
天
聖
三
年
﹇
一
〇
二
五
﹈
二
月
、
国
子
監
の
言も

う

す
、
中
書
の
箚と

う

子し
ん

に
準な

ら

ひ
、『
文
選
』、

『
六
帖
』、『
初
学
記
』、『
韻
対
』、『
四
時
纂
要
』、『
斉
民
要
術
』
等
の
印
板
﹇
の
書
﹈、
今 

本
監 

出
売
す
）。」
と
あ
る
。

（
15
）  

『
玉
海
』
巻
四
五
、
藝
文
、
小
学
に
「
唐
志
類
書
高
測
『
韻
対
』
十
巻
。
輯
諸
書
為
千
韻
、
以
便
童
習
（
唐
志
﹇
新
唐
書
藝
文
志
﹈
類
書

﹇
類
﹈
に
高
測
『
韻
対
』
十
巻
あ
り
。
諸
書
よ
り
輯
め
て
千
韻
と
為
し
、
以
て
童
習
に
便
な
ら
し
む
）。」
と
あ
る
。

（
16
）  

張
麗
娟
・
程
有
慶
著
『
宋
本
』（
中
国
版
本
文
化
叢
書
、
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
上
編
、
宋
本
概
覧
、
宋
本
印
刷
事
業
的
繁

栄
発
展
を
参
照
。

（
17
）  

例
え
ば
、
別
稿
（
注
１
）
で
指
摘
し
た
巻
八
二
及
び
八
五
～
八
九
。
ま
た
本
稿
に
報
告
し
た
の
と
同
様
な
条
文
配
列
の
乱
れ
が
看
取
さ

れ
な
が
ら
も
、『
初
学
記
』
と
の
関
連
性
が
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
部
分
等
が
存
在
す
る
。


